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全覧図
	 奈良文化財研究所景観研究室監修、北野陽子作画
巻頭図版
Ａ	 杉本和樹撮影
Ｂ	 杉本和樹撮影
Ｃ	 杉本和樹撮影
Ｄ	 杉本和樹撮影
Ｅ	 杉本和樹撮影
Ｆ	 杉本和樹撮影
Ｇ	 杉本和樹撮影
Ｈ	 杉本和樹撮影
Ｉ	 杉本和樹撮影
Ｊ	 杉本和樹撮影
Ｋ	 杉本和樹撮影
Ｌ	 杉本和樹撮影
Ｍ	 杉本和樹撮影
Ｎ	 奈良文化財研究所景観研究室撮影
Ｏ	 奈良文化財研究所景観研究室撮影

第１章
図１―１	 統計資料を元に奈良文化財研究所作成
図１―２	 統計資料を元に奈良文化財研究所作成
図１―３	 奈良文化財研究所作成（ベースマップ：国土地理院数値地図

25000（地図画像）『長岡』）
図１―４	 奈良文化財研究所作成（ベースマップ：「相川町都市計画図」

1：2500）
表１―１	 奈良文化財研究所景観研究室作成

第２章
図２―１	 筆者撮影
図２―２	 筆者撮影
図２―３	 （新潟県 1994）所収の地形分類図をもとに、現地調査を踏ま	

えて筆者作成
図２―４	 筆者撮影
図２―５	 筆者撮影
図２―６	 （新潟県 1994）所収の表層地質図をもとに筆者作成
図２―７	 筆者作成
図２―８	 新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室所蔵
図２―９	 筆者作成（ベースマップ：国土地理院数値地図 25000（地図

画像）『長岡』）
図２―10	 （佐渡の植物刊行会 1990）を再トレース
図２―11	 （笹川 2001）を再トレース・一部改変
図２―12	 （笹川 2001）を再トレース・一部改変
図２―13	 （笹川 2001）を再トレース・一部改変
図２―14	 （笹川 2005）を再トレース・一部改変
図２―15	 （笹川 2005）を再トレース・一部改変
図２―16	 （太田 1878）、東京大学史料編纂所所蔵
図２―17	 （佐渡市教育委員会 2011）40 頁所収
図２―18	 国勢調査資料をもとに筆者作成
表２―１	 気象庁気象統計情報をもとに筆者作成
表２―２	 筆者作成
表２―３	 （相川町史編纂委員会 1995）434 頁所収の表を一部改変
表２―４	 （相川町史編纂委員会 1995）435 頁所収の表を一部改変

図 版 出 典

第３章
図３―１	 筆者作成（佐渡市世界遺産推進課撮影）
図３―２	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―３	 佐渡市世界遺産推進課所蔵（小川忠博撮影）
図３―４	 佐渡市世界遺産推進課所蔵
図３―５	 佐渡市世界遺産推進課撮影
図３―６	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―７	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―８	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―９	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―10	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―11	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―12	 筆者作成
図３―13	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図３―14	 佐渡市教育委員会所蔵
図３―15	 佐渡市教育委員会所蔵（味方家文書）
図３―16	 内閣文庫（国立公文書館）所蔵
図３―17	 個人蔵
図３―18	 個人蔵
図３―19	 筆者撮影
図３―20	 筆者撮影
図３―21	 筆者撮影
図３―22	 筆者作成（ベースマップ：株式会社ゴールデン佐渡所蔵）
図３―23	 佐渡市世界遺産推進課所蔵
図３―24	 佐渡市世界遺産推進課所蔵
図３―25	 筆者作成（ベースマップ：佐渡市世界遺産推進課作成地形図）
図３―26	 個人蔵
図３―27	 個人蔵
図３―28	 岩木文庫所蔵
図３―29	 大安寺所蔵
図３―30	 大安寺所蔵
図３―31	 大安寺所蔵
図３―32	 大安寺所蔵
図３―33	 大安寺所蔵
図３―34	 大安寺所蔵
図３―35	 大安寺所蔵
図３―36	 大安寺所蔵
図３―37	 佐渡市観光統計等をもとに筆者作成
図３―38	 １・２：（山本 1937），３：（山本 1940）所収
図３―39	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―40	 筆者作成
図３―41	 筆者作成
図３―42	 筆者作成
図３―43	 筆者作成
図３―44	 筆者作成
図３―45	 筆者作成
図３―46	 本間孝撮影、佐渡市立両津郷土博物館所蔵
図３―47	 佐藤利夫撮影、佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―48	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図３―49	 筆者作成（ベースマップ：「相川町都市計画図」1：2500）
図３―50	 奈良文化財研究所景観研究室撮影
図３―51	 個人蔵
図３―52	 奈良文化財研究所景観研究室撮影
図３―53	 奈良文化財研究所景観研究室撮影
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表３―１	 筆者作成
表３―２	 筆者作成
表３―３	 （本間 1985）所収の表をを一部改変
表３―４	 筆者作成
表３―５	 筆者作成
表３―６	 （相川町史編纂委員会 1983）681 頁をもとに筆者作成・一部

改編
表３―７	 （佐渡地理研究会 1976）176 頁所収第７表をもとに筆者作成・

一部改編
表３―８	 （佐渡地理研究会 1976）170 頁所収第４表をもとに筆者作成・

一部改編
表３―９	 筆者作成
表３―10	 筆者作成
表３―11	 筆者作成
表３―12	 筆者作成
表３―13	 筆者作成
表３―14	 筆者作成
表３―15	 筆者作成
表３―16	 筆者作成
表３―17	 筆者作成
表３―18	 筆者作成

第４章
図４―１	 長岡市立中央図書館所蔵
図４―２	 筆者作成
図４―３	 筆者作成
図４―４	 筆者作成
図４―５	 個人蔵
図４―６	 佐渡市相川支所所蔵
図４―７	 筆者作成
図４―８	 筆者作成
図４―９	 佐渡市相川支所所蔵
図４―10	 筆者作成
図４―11	 筆者作成
図４―12	 筆者作成
図４―13	 筆者作成
図４―14	 筆者作成
図４―15	 新潟県発注、アジア航測撮影・所蔵（奈良文化財研究所寄託）
図４―16	 個人蔵
図４―17	 筆者撮影
図４―18	 筆者撮影
図４―19	 筆者作成
図４―20	 筆者作成
図４―21	 筆者作成
図４―22	 筆者作成
図４―23	 筆者作成
図４―24	 筆者作成
図４―25	 筆者作成
図４―26	 筆者作成
図４―27	 杉本和樹撮影
図４―28	 杉本和樹撮影
図４―29	 筆者作成
図４―30	 筆者作成
図４―31	 筆者作成（ベースマップ：「相川町都市計画図」1：2500）
図４―32	 筆者撮影
図４―33	 筆者撮影
図４―34	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
表４―１	 筆者作成
表４―２	 筆者作成

第５章
図５―１	 （佐渡市教育委員会 2008）所収
図５―２	 （佐渡市教育委員会 2010）所収
図５―３	 株式会社ゴールデン佐渡所蔵
図５―４	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―５	 （佐渡市世界遺産推進課 2012）所収図を一部改変
図５―６	 長岡市立中央図書館所蔵
図５―７	 佐渡市所蔵（永井家寄贈資料）
図５―８	 長岡市立中央図書館所蔵
図５―９	 個人蔵
図５―10	 個人蔵
図５―11	 佐渡市所蔵（永井家寄贈資料）
図５―12	 長岡市立中央図書館所蔵
図５―13	 株式会社ゴールデン佐渡所蔵
図５―14	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―15	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―16	 個人蔵
図５―17	 新潟県立図書館寄託／佐渡高等学校同窓会所蔵
図５―18	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―19	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―20	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―21	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―22	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―23	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―24	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―25	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―26	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―27	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―28	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―29	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―30	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―31	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―32	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―33	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―34	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―35	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―36	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―37	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―38	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―39	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―40	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―41	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―42	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―43	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―44	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―45	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―46	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―47	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―48	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―49	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―50	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―51	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―52	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―53	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―54	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―55	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―56	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―57	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―58	 奈良文化財研究所景観研究室作成
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図５―59	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―60	 筆者作成
図５―61	 筆者作成
図５―62	 筆者作成
図５―63	 筆者作成
図５―64	 相川郷土資料館所蔵
図５―65	 筆者作成
図５―66	 個人蔵
図５―67	 筆者作成
図５―68	 筆者作成
図５―69	 個人蔵
図５―70	 株式会社ゴールデン佐渡所蔵
図５―71	 筆者作成
図５―72	 筆者作成
図５―73	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―74	 奈良文化財研究所景観研究室作成
図５―75	 筆者作成（ベースマップ：「相川町都市計画図」1：2500）
図５―76	 筆者作成
図５―77	 筆者作成
図５―78	 筆者作成
図５―79	 筆者作成
図５―80	 筆者作成
図５―81	 筆者作成
図５―82	 筆者作成
図５―83	 筆者作成
図５―84	 筆者作成
図５―85	 筆者撮影
図５―86	 筆者撮影
図５―87	 筆者撮影
図５―88	 筆者撮影
図５―89	 筆者作成
図５―90	 明治 21 年（1888）地割及び土地台帳をもとに筆者作成
図５―91	 筆者作成
図５―92	 筆者撮影
図５―93	 筆者撮影
図５―94	 筆者撮影
図５―95	 筆者作成
図５―96	 筆者作成
図５―97	 筆者作成
図５―98	 筆者作成
図５―99	 筆者作成
図５―100	 筆者撮影
図５―101	 筆者撮影
図５―102	 筆者撮影
図５―103	 筆者撮影
図５―104	 筆者撮影
図５―105	 筆者撮影
図５―106	 佐渡市世界遺産推進課所蔵
図５―107	 筆者撮影
図５―108	 筆者作成
図５―109	 筆者作成
図５―110	 筆者作成
図５―111	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―112	 佐渡市立相川郷土博物館所蔵
図５―113	 筆者作成
図５―114	 筆者作成
図５―115	 筆者作成
図５―116	 筆者作成
図５―117	 筆者作成
図５―118	 東京大学大学院工学系研究科伊藤研究室作成

図５―119	 東京大学大学院工学系研究科伊藤研究室作成
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